
［成果情報名］ホウレンソウケナガコナダニに対するカーバムナトリウム塩液剤の簡易処理 

［要約］カーバムナトリウム塩液剤の簡易処理（使用量を従来の 2/3 に削減し、散布後の土壌混和

とビニール被覆を省略した方法、2018 年 12 月に適用拡大）は、施設栽培ホウレンソウのホウレ

ンソウケナガコナダニ防除において高い防除効果が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

ホウレンソウケナガコナダニに対するカーバムナトリウム塩液剤の使用量は 60L/10a に定めら

れており、散布直後には土壌混和およびビニール被覆が必要であるため、薬剤コストと処理労力

が問題である。そこで、カーバムナトリウム塩液剤の使用量を削減し、土壌混和やビニール被覆

作業を省いた簡易処理を開発し、低コスト化、省力化を図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．カーバムナトリウム塩液剤の処理後の混和とビニール被覆を省略した場合の、40L/10a 処理

区と 60L/10a 処理区は、共に対照のフルフェノクスロン乳剤区や無処理区に比べ被害抑制効果

が高い。8 葉期のホウレンソウケナガコナダニ密度は無処理区と比べ有意に少なく、処理量の

違いによる効果は同等である（図 1）。 

２．カーバムナトリウム塩液剤の使用量を 60L/10a から 40L/10a に削減し散布直後の混和とビニ

ール被覆を省略した場合の、土壌表面散布混和無し区と土壌表面散布後に土壌混和区は、共に

対照のフルフェノクスロン乳剤区や無処理区に比べ被害抑制効果が高い。6 葉期のホウレンソ

ウケナガコナダニ密度も無処理区およびフルフェノクスロン乳剤区と比べ有意に少なく、散布

後の混和の有無による効果は同等である（図 2）。 

３．散布後の土壌混和とビニール被覆を省略した簡易処理の作業時間は従来の処理方法の 1/8 程

度になり大幅な短縮が図れ、低コストにつながる（表 1）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：ホウレンソウ栽培農家 

２．普及予定地域・普及予定面積：全国の施設ホウレンソウ栽培農家 

３．ホウレンソウケナガコナダニは土中に混和された藻類を増殖源とするため、カーバムナトリ

ウム塩液剤の散布前に土壌を混和しない。 

４．カーバムナトリウム塩液剤の使用時期は播種の 10 日前までであったが、適用拡大により前作

のホウレンソウケナガコナダニ蔓延防止対策として、播種の 7日前までに短縮された。 

５．カーバムナトリウム塩液剤は希釈液を散布器により散布する他、前作の古株枯死を目的に、

灌水装置に希釈液を流す簡易な処理方法もある。本処理はハウスを密閉して行い、ハウス内に





表 1 簡易処理方法と従来の登録内容に従った場合の労働時間と経費 
                                         
作業内容        従来の方法         簡易処理方法         
薬剤散布      32 分×1人＝ 32 分      32 分×1人＝32 分  
土壌混和      21 分×1人＝ 21 分         － 
ビニール被覆    38 分×3人＝114 分          － 
サイド密閉      1 分×1人＝  1 分             1 分×1人＝ 1 分 
サイド開放          1 分×1人＝  1 分            1 分×1人＝ 1 分 
ビニール除去       42 分×3人＝126 分                 －                        
労働時間合計                    295 分                      34 分               
                                                                                  
労賃              5 時間×802 円＝4,010 円    0.5 時間×802 円＝ 401 円 
薬剤費             9L   ×600 円＝5,400 円     6L   ×600 円＝3,600 円           
経費合計                          9,410 円                    4,001 円          

2018 年 10 月 12 日 周南市鹿野ホウレンソウハウスで測定。間口 5m×長さ 30m ハウス（150m2）あたり 
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